
［受  講  料］ 20,000円（税込）
（研究協力会会員は10,000 円）

［開講時間］ 18:00～20:00
［申込締切］ 

こんな方におすすめ!

機械系コースは、①熱・流体・振動・音、②材料・加工の
二つの分野を1年ごとに行う形で構成されており、①②を
“2 年間通して” 受講することで、機械工学全体にわたる基
礎を学ぶことができます。今年度は、①熱・流体・振動・
音の分野に関する内容となります。はじめに、振動と音の
理論と最新の計測・解析技術を学びます。次に、熱工学、
流体工学の基礎を理解し、その応用として伝熱工学を学び
ます。最後に、これらの分野における設計開発業務におい
て、CAEツールを有効に活用する方法を学び、一連の講
義を通して基礎から応用まで、幅広い分野でのレベルアッ
プを目指します。

令和3年8月17日（火）

・PC
・表計算ソフトウェア（Microsoft Excel）
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機械系コース

ものづくりの理論と現場
（その① 熱・流体・振動・音）　

ものづくりに携わる技術者で業務に必要
な知識を身につけたい方

カリキュラム

●流体工学の基礎2(第7回)ではPCおよび表計算ソフトウェア(Microsoft Excel)を用いて演習問題を解く時間を
　設けます。PCおよび表計算ソフトウェアをご準備できる方はそちらを用いて演習問題にお取り組みください。
　なお、ご準備できない方は講師が演習問題を解く様子をご覧いただく形のみでも差し支えありません。

メインテーマ

若手エンジニア ステップアップセミナー若手エンジニア  ス テ ッ プ ア ッ プ セ ミ ナー
セミナー
区分

特記
事項

月 日 テーマ 内 容 キーワード 担 当 講 師 場 所
遠 隔

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

L-204
対面遠隔併用

東実験棟
対面遠隔併用

東実験棟
対面遠隔併用

L-204
対面遠隔併用

L-204
対面遠隔併用

L-204
対面遠隔併用

L-204
対面遠隔併用

L-204
対面遠隔併用

L-204
対面遠隔併用

遠隔

9月8日
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講 師 紹 介 全講師 ( 講師紹介のみ )

機械システム工学科
寺島 修 准教授

［外部講師］
サイバネットシステム（株） 

栗崎 彰 氏

振動音響工学
の基礎1

振動音響工学
の基礎 2

振動音響工学
の基礎3

熱工学の基礎1

熱工学の基礎2

流体工学
の基礎1

流体工学
の基礎 2

伝熱工学
の基礎1

伝熱工学
の基礎 2
設計開発業務
における

CAEツールの
有効な使い方

機械システム工学科
寺島 修 准教授

機械システム工学科
寺島 修 准教授

機械システム工学科
宮本 泰行 准教授

機械システム工学科
宮本 泰行 准教授

機械システム工学科
中川 慎二 教授

機械システム工学科
中川 慎二 教授

機械システム工学科
坂村 芳孝 教授

機械システム工学科
坂村 芳孝 教授

振動音響工学の基礎として機械力学・制御工学の復習
を行い、実際の機械製品開発における活用方法・活用
事例を学びます。

講師・受講者自己紹介
運動方程式、
1自由度系、2 自由度系、
強制振動、自由振動、
自励振動

実際の機械製品を対象に、振動の計測から計測結果の
解析・データ処理、振動低減方法を学びます。また、振
動の数値解析事例の紹介も行います。

固有振動数、減衰比
振動計測、インパルス応答、
モード解析、有限要素法

エンジンやヒートポンプなどのエネルギー変換システ
ムを理解する上で基礎となる、熱力学の基礎法則につ
いて解説します。

熱力学の第一法則、
エンタルピー、理想気体

粘性、乱流、連続の式、
ベルヌーイの式、境界層

流れの基礎事項を確認し、基礎方程式を実際の設計に
役立てるための方法を学びます。数値シミュレーション
技術について概説します。

3つの基本的な伝熱形態（熱伝導 , 対流熱伝達 , 熱輻
射）を解説し、それぞれの形態に対する具体的な解析手
法を紹介します。

ナビエ・ストークス
方程式、
数値シミュレーション

ものづくりのデジタル化が年々進んでおり、CAE
ツールの性能が飛躍的に向上しています。この講義
ではこれらのツールを有効に利用するためのポイン
トを解説し、設計開発業務のレベルアップにつなげ
て頂きます。

熱伝導、対流熱伝達、熱輻射

熱交換器を例として取り上げ、熱伝導と対流熱伝達と
の複合現象である熱通過問題の解析手法について解
説します。

熱通過、熱交換器

数値シミュレーション、
ものづくりのデジタル化、
モデルベース設計、
CAE、DX、MBD

エネルギー変換システムの効率の計算に不可欠となる
エントロピーやTS 線図を紹介し、各種熱機関の理論
熱効率を計算します。

流体の物性や流れの基本的な性質を解説します。流体
の運動を記述するための基礎について学びます。

熱力学の第二法則、
エントロピー、理論
熱効率

実際の機械製品を対象に、騒音の計測から計測結果の解
析・データ処理、騒音低減方法を学びます。また、騒音の
数値解析事例の紹介も行います。

共振・共鳴現象、
透過損失、騒音計測、
周波数解析、伝達経路解析、
有限要素法

コース概要
機械系コース

講義・演習

受講者が準備するもの(第7回のみ)

振動音響工学

熱工学

流体工学

伝熱工学

■振動現象のモデル化 ■振動・音の計測・解析法の体験 ■振動・音の発生原理と低減法の理解

■ボイラー内での加熱量の計算
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■実機の熱効率計算

■流れを表す基礎式を確認 ■流量，速度，圧力などの算出 ■数値シミュレーション技術も紹介

■伝熱の基本3形態を学習 ■熱交換の概念設計に応用 ■現場での応用力の強化
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